第1巻の著者からのコメント

１）湯本が勝手に割り当てたタイトルで、共同研究者それぞれに書いていただけるかどうか？、ご自身が提案される、より適切なタイトルは？（全体の統一感を演出するために、副題はつけずにシンプルなタイトルを原則とします）

高原光（京都府立大）

「古生態班全員を著者にしたい。タイトルを「（日本列島における）最終間氷期以降の植生史」ではどうか？

津村義彦・百原　新：植物化石とDNAからみた最終氷期最盛期のリフュージア

この章の著者には，南木睦彦さんを加えていただいたらと思います。」
津村義彦（森林総研）

「津村義彦・百原　新（植物化石とDNAからみた最終氷期最盛期のリフュージア）という題で執筆はできます。百原さんに植物化石での最終氷期最盛期のリフュージアを書いて頂き、私がDNAからみた最終氷期最盛期のリフュージアのことを書き、最後に両方の結果をまとめるという書き方がよいかもしれません。」

山口裕文（大阪府立大）

「栽培植物では、別途書籍出版を計画していますので、専門性の高い部分はそちらに収載し、シリーズに収載される部分では専門的偏狭にならないように班員に指示しておきます。」

村上由美子（地球研）

「タイトルを変更したい。多様性がどういう文脈で語られるのか不明なので現段階でははずしておく」

村上哲明（首都大）・瀬尾明弘（地球研）

「古生態班とだす英文本を瀬尾・青木らで短くして執筆する。照葉樹林と夏緑林は少し詳細に。」

中井精一（富山大）

「湯本先生および編集をご担当くださる先生方の原案、私としては了承。とてもありがたく存じております。」

３）シリーズ全体の構成についてのご意見やコメントは？

高原光「第3巻の構成ですが，
佐々木・高原の題名は

里山が形成された歴史を花粉と炭片から解き明かす

里山形成史を花粉と炭片から解き明かす

はいかがでしょうか？

また，佐々木・高原の後に小椋さんの内容がきたほうがいいように思います。」

中井精一「おもしろい構成ですので、「購買層」をどのあたりにおいて、どれぐらの部数を出版し、どのような方々からどのような評価を得たいとお考えか。この部分だけは明確にして、執筆者に周知くださいますようにお願いします。」
「シリーズ本」第2巻の構成について
九州班メンバーの意見
2008年7月11日の九州班会議の議事録より

佐々木（尚）作成

＊九州班の個別の研究成果については，別府大学文化財研究所のシリーズ本（思文閣）のうちの１冊でまとめてはどうかと考えている（飯沼）。

＊「草原」と「野」・「原」は違う。タイトルでは「野」と「原」になっているのに，各自のタイトルでは「草原」にくくられてしまっている。分けて扱う方がいいのでは。「野」と「原」の違いについてだけでも研究になる（春田）。

＊土地利用の問題を書く必要があるだろう。

＊「半自然草原」という言い方はなじまない（飯沼）。

＊生野先生達のデータを盛り込みたい（飯沼）。

＊「くじゅう阿蘇草原の旧石器—古墳時代遺跡の立地」というタイトルは意味がわからない。「くじゅう阿蘇の旧石器—古墳時代遺跡」ならいいのだが（橘）。

＊サハリン班と九州班が一緒なのは困ると，サハリン班の佐藤先生も当初いっておられた（飯沼）。

＊なぜサハリン班と九州班が一緒なのか。森林ではないというだけでツンドラと阿蘇を一緒にされても困る。

＊くじゅうと阿蘇の火山活動は全く違うので，まとめて書くのは不可能。ひとつのタイトルで，中を分けるなどするか（宮縁）。

＊マルハナバチはほしい（飯沼）。

＊まだ九州班としての成果がまとまっていないのに，その先の話は難しい。
第３巻

１）湯本が勝手に割り当てたタイトルで、共同研究者それぞれに書いていただ 

けるかどうか？、ご自身が提案される、より適切なタイトルは？（全体の統一 

感を演出するために、副題はつけずにシンプルなタイトルを原則とします）

・基本的にこの線でよさそうです。要確認!!!

・ただ、現状では各自の構想は十分練られてはいないようですので、多少の調整はあると思います。

２）共同研究者それぞれが割り振られている巻でよいか？またその巻全体の構 

成についての注文は？

・近畿班で内容を分類した結果による目次を添付します。

・初回の全体編集会議を経て、もう少し方向が定まった時点で、近畿班以外の執筆者に依頼します。

とくに、欠けていると思われる執筆者とトピックスは？

· 賢明、不賢明な利用の議論を、各章でどのぐらい浮き彫りにできるか？

· 賢明・不賢明の議論をするためには、簡単でも入会の歴史の回顧（コモンズ＝「あるべき理想」論ではない）が必要ではないか。→水本先生などに依頼？

· まとめの章「林と里の「賢明な利用」と重層する環境ガバナンス」でどれだけ問題の整理と深い議論ができるか。このためには、班全体（＋外部の専門家？）の議論を、今後深めていく必要がある。今後、いろいろな分野の先生を呼んだ勉強会などを重ねることで対応したい。

· 湯本主筆の第三巻主旨にある、「古代には建築材供給の場であったが、近世や近代ではむしろ薪炭材を安定的に提供するように改変されてきた」を、史学的に、地理学的に、生態学＋経済学的に、描ければ成功なんだが。

３）シリーズ全体の構成についてのご意見やコメントは？

· 五巻（中部＋東北）と、森林利用史がかぶるが、互いに情報交換してできる範囲で整理したい。

· このプロジェクトには、「明日のためによりまともな選択をするための回顧・参照」という意味合いがあると理解しています。そういう意味では、近代～現代の社会―自然関係の激変‐それはしばしば政策論でもあるが‐は、大きな解析対象だと思います。しかし、このシリーズでは、そこは積極的には行わないということでよろしいか？
第4巻　『　海と島の環境史　』　　（奄美・沖縄班と北海道班のやりとりから）
（1） 湯本が勝手に割り当てたタイトルで、共同研究者それぞれに書いていただけるかどうか？

御自身が提案される、より適切なタイトルは？　⇒　一覧表参照

（全体の統一感を演出するために、副題はつけずにシンプルなタイトルを原則とします）

・予定していた魚付き林の資料がみつからない。⇒　前向きに検討し形にしたい

（2） 共同研究者それぞれが割り当てられている巻でよいか？

その巻全体の構成についての注文は？

とくに欠けていると思われる執筆者とトピックは？

・短いコラムや長めの総説めいたものを含むのがよい。　⇒　湯本案と共通

・ゲッチョ先生に最低コラムでも書いてもらいたい。　⇒　一覧表参照

・早石さんにコラム等で書いてもらいたい（現在作成中の沖縄・奄美の統計書から：人口、燃料としての薪、建材など）。　　⇒　一覧表参照

・ヤンバルの山地利用

・海産資源の利用について（魚類、貝類、海草類、漁業人口など）：奄美・沖縄　班

（3） シリーズ全体の構成についてのご意見やコメントは？

・沖縄・奄美と北海道をひとつの巻で扱うのは無理があるのではないか。

・北の島と南の島がしだいに、節目ごとに自然への認識や自然資源の利用のあり方がどのように変遷したか、という見方からは両班に共通点がある。

・まだ検討の余地がある。

· 編集会議の結果で、確実な趣旨を班内に伝えたい（それによってタイトルの変更もあり？）。

湯本プロ　第４巻　奄美沖縄班担当部分の梗概案　　　　　２００８年７月２５日
当山昌直
タイトル：　ジュゴンの乱獲と絶滅の歴史
要旨（200字）：　先史時代、ジュゴンは琉球各地にいた。遺跡からのみつかったジュゴンの骨はそれを物語る。近世、ジュゴンは歌謡や伝承等に登場し、人々からは畏敬の念でみられていた。そして、八重山から租税としてジュゴンの肉（皮）が首里王府へ納められていて、新城島だけにその捕獲が認められていた。近代、王府の滅亡により、これまでのシステムが崩れ、八重山では乱獲が始った。そして、八重山からジュゴンが消えた。本稿では、これらの過程を資料等で示しながら、資源利用について考える。
キーワード：　ジュゴン、八重山、近代統計資料
節立て　
1　琉球における先史時代のジュゴン
2　近世史料にみるジュゴン
3　近代統計資料にみるジュゴン
4　八重山のジュゴン
5　永続的利用――過去から学べること
木下尚子
タイトル　：　古代のヤコウガイ捕獲史
先史時代の琉球列島におけるヤコウガイ捕獲の状況を示し、７～９世紀の乱獲の意味を考察する。
　キーワード：ヤコウガイ、琉球列島、大きさ復元、先史時代、乱獲
渡久地　健
タイトル：　サンゴ礁の環境認識と資源利用
要旨（200字）：　サンゴ礁環境はいま世界的に危機に瀕している。それは、グローバルな環境問題（生物多様性喪失の危機など）であるとともに、地域的な沿岸資源枯渇という危機でもある。本章は、サンゴ礁を、島を取り巻く海洋資源（コモンズ）と捉え、地先のサンゴ礁の海で漁撈を営む人々が何世代にもわたって培ってきた、サンゴ礁の自然（地形、水族など）に関する知識、資源を捕獲する技術（漁法など）を、聞き書きによって記述し、そのサンゴ礁に関する知識と技術それが持つ/持たない永続可能な資源利用の可能性/問題点について、近現代という時代に限定して考える。
キーワード：　サンゴ礁地形、水族、漁撈、民俗知識・技術、永続的利用
1　サンゴ礁の危機
2　奄美・沖縄の近代のサンゴ礁利用と資源略奪（略史）
3　海人たちが語るサンゴ礁の地形、水族、漁撈、資源危機意識
4　地域沿岸資源の減少
5　永続的利用――過去から学べること、未来に向けてなすべきこと
安渓遊地
タイトル　：　物々交換が結ぶ島々
黒潮洗う琉球弧の島々は、古くから隣り合う島をつなぐ交易と交流のネットワークでつながれてきた。15世紀後半の朝鮮済州島民の見聞録は、このころすでに、これらの島々を結ぶ交通ネットワークがあったことを示している。隣り合う島々を結ぶ物々交換を主体とする交易活動は、立地の違いという生態的な背景に基づいて連綿と行われ、政治的な理由でそれが妨げられた場合を除いて、ほとんどの地域で明治時代まで、場合によっては戦後まで続いたのであった。
キーワード　物々交換、高い島と低い島、済州島民の漂流記、貨幣、収奪
１．済州島民の漂流記に見る15世紀の琉球弧
２．手を結ぶ島々・対立する島々
３．隣り合う島々の物々交換の例
４．大きな空白地帯・奄美
５．与路島で考える琉球弧の未来
【　コラム　】
早石周平
題　：　明治大正期の統計書を読む
要旨：南西諸島には高い島と低い島がある。島の限られた土地に占める平地、
原野、山地の割合は島ごとに異なり、土地利用様式がそれぞれに特徴を持った
変遷をしてきたようだ。明治大正期の統計書から、この変遷を概観してみる。
キーワード：甘蔗転作、土地利用、明治大正期
盛口満
題　：　沖縄に里山はあるの？
要旨：沖縄の人里環境の自然は戦争と本土復帰を機に大きく変化した。現代の沖縄のこどもたちに聞くと、身近な自然は「ゴキブリに犬に草」という様相を示す。忘れ去られつつあるかつての人里の自然を聞き取りによって明らかにする。聞き取りから見えてきたの
は、シマごとに固有の自然利用だった。
キーワード：里山、田んぼ、緑肥
蛯原一平
タイトル　：　西表島のイノシシ猟にみる陸産資源の持続的利用　（一覧表からタイトル変更あり）
要旨：
琉球列島においてイノシシは唯一の狩猟対象獣である。これまで保護の対象となることはなく、有史来利用されてきた。西表島の狩猟の歴史と現在の狩猟活動から持続的狩猟の背景を探り、「賢明な利用」について考える。
キーワード：持続的狩猟　狩猟技術　生態的要因
安渓貴子
タイトル　：　ソテツのたどった道　（一覧表からタイトルの変更あり）
沖縄では「ソテツ地獄」というが、奄美の島々では、ソテツは主食の位置をしめていた。有毒な作物と、それを毒抜きして利用する技術は、どのように島々を伝播したのだろうか。いろいろな手がかりから、そのルートの一端をさぐってみたい。
キーワード：　ソテツ、伝承、毒抜きの技術
【第4巻（北海道・奄美沖縄班）の個別打ち合わせ議事録】

○北海道班も、奄美琉球班との整合性をもたせるためにコラムを入れてできれば対応したい。

　たとえば、奄美沖縄班に対応してオットセイとか、鮑とか、昆布とか、海鼠とか

○2班での年表の書き方。形式について

北海道と沖縄・奄美の環境史年表をそれぞれ創り、それを統合した環境史年表を作成（作成が可能かどうかは判らないが）・掲載する。と一緒に、前者の年表と後者の年表を両地域の比較ためにそれぞれ北海道部分、奄美沖縄部分に掲載するようにし、両地域の違いを年表からも明らかにする。
○より細かい並列関係がある（沖縄の中、北海道の中それぞれで）

○一覧表は細かくなるので、個別（詳細）でも対応する

○（近畿班などのような）典型的なものとの比較を行っていきたいがそれらの情報が不足しているので、それらの情報なり、研究成果などを提示していただけると分析の判断に好都合である。

○2班で協力して第4巻の刊行を目指す

· シリーズで南北がひとつの巻に入っているのは、日本史では陳腐。単純に辺境だからとか植民地的な位置とはいうことではなく、それを越えた意味を付与することを目指したい。

シリーズ本 第5巻『山と森の環境史』構成について

１）湯本が勝手に割り当てたタイトルで、共同研究者それぞれに書いていただけるかどうか？ご自身が提案される、より適切なタイトルは？（全体の統一感を演出するために、副題はつけずにシンプルなタイトルを原則とします）

→ 全執筆者と連絡をとり、基本的な各自のテーマについてはほぼ了解を得ました。

２）共同研究者それぞれが割り振られている巻でよいか？またその巻全体の構成についての注文は？とくに、欠けていると思われる執筆者とトピックスは？

→ テーマに即して是非加わっていただきたい執筆者については、表の中に追加してあります。また、中部班所属の中澤克昭さん・森元(原田)早苗さんなど、他の巻に執筆で原案が作成されてきた方々については個別に連絡をとり、当初の湯本案どおりで問題ないとの旨、お返事をいただきました。

３）シリーズ全体の構成についてのご意見やコメントは？

→ 辻野さんの刺激的な先刻のご意見のほか、やはり本プロジェクトはフィールドを重視して実証的な積み重ねをしてきたのだから、地域別の編成にすべきだという意見が出ました。

辻野さんのご意見を拝見して、プロジェクトの目指すものからすれば、単なる各分野の研究報告の寄せ集めではない編集の仕方がまだまだあるように感じました。とくに、以前にも書きましたが、２地域の共同編集という方式は、北海道と琉球・沖縄、サハリンと九州などの組み合わせには簡単に解消しがたい無理があるようにも感じます。また、これも以前書きましたが、第１巻の構成および内容にも大きく改善の余地があるように思います。

ただ、湯本さんが第５巻として提示して下さった案については、中部と東北の山をめぐる協同がこれまでの両班のテーマや活動からして比較的自然であること、地域的な連続性からいっても組み合わせやすい巻であること、各執筆者のテーマとプロジェクトの趣旨とが比較的よく合致していて、全体的な総括が行いやすい巻であることなどから、この巻はこの巻としての構成を考えることにしました。

しかし、単に各人の論考を並列に並べるだけでは巻としての趣旨も伝わりにくく、編集の意図も明確にならないことから、序論と総括のほか、Ⅰ～Ⅳの各部に分けて、自然科学の視覚を中心とした出だしと、各時代別の編成を考えました。各時代の社会制度が資源利用のガバナンスを考えるうえで必須の視点と考えたからです。

＜シリーズ本 第5巻『山と森の環境史』構成案＞

序論　池谷和信・白水智（山と森の環境史年表）

１.山地の自然史

長谷川裕彦（山村の地形形成と土地利用）

辻野　亮（生物多様性と人間の森林利用）

三戸幸久（生物多様性と人間の動物利用）

２.近世における多様な山地利用と社会制度

永松　敦（狩猟をめぐる資源管理と信仰）

荒垣恒明（巣鷹をめぐる山地利用と規制）

菊池勇夫（馬の放牧と獣害）

白水　智（山をめぐる多様な資源利用）

３.近現代における山地の自然資源利用の変遷

田口洋美（マタギと資源管理）

小山泰弘（木材資源利用からみた森林環境の変化とシカ）

関戸明子（林野利用の編成と山村生活）

井上卓哉（木工品製作の変遷と山地資源）

岡　恵介（北上山地における多様な資源利用）

４.現在の森林環境と人間

井上卓哉・池谷和信・岡恵介ほか（東北・中部日本における植物資源利用の現在）

伊澤紘生（奥羽山地におけるサルをめぐる害）

池谷和信（北上山地におけるクマをめぐる害）

西崎伸子（コラム　北に進むイノシシとその害）

総括　白水智・池谷和信（山と森の「賢明な利用」と重層する環境ガバナンス）

これまでとの変更点．

①本の基本構成に関わることですが、池谷さんからの提案を参考に、冒頭に自然系を中心とする「山地の自然史」を配置し、以降を「近世」「近現代」「現在」という時代別に大きく区分しました。環境ガバナンス(とりあえず簡略に環境利用・維持に関わる統治システムと理解しておきますが)は各時代の制度や経済に大きく左右されるものであり、それぞれの時代下でどのように自然が利用されたか、というのが統治システムを考える上で一つのわかりやすい区分になると考えたためです。

②タイトルですが、湯本案では「山と獣の環境史」となっていました。ただ、山というのは土地・樹木・その他植物・獣・水棲生物など多種多様な自然資源が輻輳し、それを利用しつくしてきたところに山地生活の大きな特色があると考えられます。その意味ではあくまで「獣」は資源の一つという位置づけになります。確かに執筆者のテーマの中では、獣に関わるものが多いのですが、材木やキノコや山菜などの利用も獣の利用と同じく重視すべきものとすれば、「山と獣」を並列的に掲げるのは適切とはいえません。他の巻が「海と島」とか「林と里」とか「野と原」など、並列的な事象を並べていることから考えても、「山と獣」では釣り合いが取れないように感じます。

そこで、「山と森」という生活の場として挙げられる二つの場の表現を並べてみることにしました。
近畿班











